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TPAFFRC背 景

 カーボンニュートラル社会の実現

 木質バイオマス燃料の不足

 耕作放棄地や荒廃農地の増加

2022年 富山市早生樹活用協議会 設立

『早生樹を活用した地域循環共生圏構築モデル事業』

耕作放棄地にヤナギ類等の早生樹を植栽し
バイオマス燃料として活用する



TPAFFRC目 的

富山県内に自生するヤナギ類による

バイオマス発電所向け燃材生産のための

短伐期栽培の可能性を明らかにする

 生育と収量

 収穫作業の生産性

 燃料品質

県内に自生する５種類のヤナギを対象に



TPAFFRC短伐期栽培
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TPAFFRC栽培樹種

県内に広く分布し、休耕田にも出現
挿し木による活着性能の高い樹種

比較のため北海道において選抜された
オノエヤナギの優良個体（8クローン）も併せて栽培



TPAFFRC圃場の設置と整備

富山市婦中町地内の耕作放棄地を圃場（3圃場11区画、0.7ha）として使用

D圃場 E圃場 F圃場

基盤整備 2022年9月〜2023年3月
• 牛糞堆肥および鶏ふん堆肥の施用
• 耕耘、畝立て
• 防草用マルチシート敷設



TPAFFRC採穂と植栽
採穂と挿し穂の作成
2023年3月に県内の自生地より1〜2年生の枝
を採取し、挿し穂を作成

オノエヤナギのみ2022年10〜11月に採取

植栽
2023年3月末に植栽

植栽密度：20,000本/ha



TPAFFRC活着率

活着性能の高い樹種を選んだが、活着率には大きな差が認められた



TPAFFRC成長量

樹種別の１株当たり幹重量の推移



TPAFFRC収 量
2025年9月末（3成長期経過）に収穫



TPAFFRC

0

10

20

30

その他樹種 マルバヤナギ 実用化目標

収
量
（

dr
y 

t /
ha
）

実用化の可能性
30.0 t/ha

未選抜のマルバヤナギでも目標の7割を達成。活着性能の改善や優良個体
の選抜により、目標収量30 t/haの達成は十分可能。

21.2 t/ha

活着率 73% → 90 % +
優良個体選抜



TPAFFRC収穫試験

サトウキビ用ハーベスタ UOTANI UK-120K

収穫作業の生産性 収量ベース 0.35 〜 0.95 dry t/hour
面積ベース 0.045 〜 0.086 ha/hour

北海道においてヤナギ収穫に
転用できることは実証済み



TPAFFRC収穫速度の問題

個体サイズが大きくなると（収量が多くなる）、急速に収穫速度が低下

マルバヤナギ
：サイズ大
速度低下

< 0.3 km/hour



TPAFFRC収穫経費

マルバヤナギの場合
単位収量当たり経費

14,200円/dry t

収穫経費だけで燃材売上額を上回るため
現行システムでの採算確保は不可能

経費
機械損料・燃料費・労務費など



TPAFFRC欧州の事例

Schweier & Becker (2012)

New Holland社
フォレージハーベスタ
（飼料作物収穫用機械）

+ 木質バイオマス専用ヘッド

収穫と同時にチップ化処理

収穫作業の平均生産性
収量ベース 20.5 dry t/hour
面積ベース 0.77 ha/hour

収穫経費：19.7 €/dry t（3,605 円/dry t）

収量：16.3 〜 35.2 dry t/ha

ヤナギの短期栽培の普及には
欧米で使用されているような

高性能な機械の導入・開発が必要



TPAFFRC発熱量

発熱量はスギよりは低いが一般的な広葉樹と大きな差はない



TPAFFRC灰分と灰溶融点

灰分はスギよりも総じて高い
灰溶融点は樹種によって異なり、マルバヤナギはかなり低い



TPAFFRCクリンカー対策

溶融点が低いマルバヤナギを使用する場合は運用上の対策が必要



TPAFFRCまとめ
生育・収量

• 活着率や成長量は樹種により大きく異なった。
• マルバヤナギの収量は21 dry t/haを超え、活着率の改善や優良
個体の選抜により実用化レベルに達する可能性がある。

収穫作業
• ケーンハーベスタによる収穫は生産性が低く、収穫経費が高
くなるため採算を確保できない。

• 欧米で使用されているような高性能な収穫機械の導入・開発
が不可欠である。

燃料品質
• 発熱量は一般的な広葉樹と同程度だが、灰分が高い。
• 灰溶融点は樹種によって大きく異なる。マルバヤナギは灰溶
融点が低いことからスギチップとの混焼が望ましい。
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